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複数カメラによる時空間でのバス乗客対応付手法




























以下では便宜上，画像 Aおよび画像 Bの 2つの画像について
説明する．
画像 A 上の座標ベクトル xA と画像 B 上の座標ベクトル xB
が 3次元空間で同じ場所，すなわち対応点である場合，式 (1)の
拘束式が成り立つ．
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た（図 1）．任意の位置に着席するまでを 1 試行とし，4 日間で









映像 試行 A 試行 B 試行 C 試行 D 試行 E 平均
正面映像 31.86 31.53 31.8 33.11 35.2 32.7
側面映像 23.12 26.41 23.17 24.53 24.02 24.25
提案手法 45.32 40.84 43.35 43.95 42.14 43.12
表 1 5試行における映像と追跡フレーム数の関係
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